
看護師養成課程における
解剖学教育
トヨタ看護専⾨学校 ⾦澤寛明

演題発表内容に関連し、
発表者に開示すべき

CO I 関係にある企業など
はありません。

医療専⾨職のひとつである看護師
•解剖により⼈体のことを知るのは、看護の技術を⾏う上で、ま
た対象者の⾝体の問題を考える上でも重要なこと、という以上
に最も基本となることである。

•そのために⼊学当初から学習が始まる。
• 膨⼤な情報量・・・覚えきれない

• ⾼校の⽣物である程度は学んできたはずなのに・・・⼀話完結型の知識

•暗記科⽬なのか・・・確かにある程度覚えてもらわないと

•医療専⾨職の仲間で会話が成⽴するための共通⾔語

•誰がどう教えているのか

＊看護系⼤学が300校近くあるのが、解剖学（多くは⽣理学とともに教えているが）を誰が教えているの
か？そんなに解剖学をきちんと学んだ（＝教えることができる）教員がいるのであろうか。
＊病院付属の看護学校などでは、病院勤務の医師が教えているところが多いと思う。

（⼀時期、看護師の免許をもった先⽣が解剖学を教えるべきとの指導があり、地域の看護学校の看護教
員が、⼤学の解剖⽣理学の講義を聴講しに来ていたこともあったが、現在あまりそのような話を聞かな
い）。
＊看護で教えるべき内容が増加し、かつ病院等の実習に⾏く看護教員が必要なので、解剖学を教えていた
教員が退職した後、同じ解剖学を教えられる教員を補充しないで、看護教員を増やすことを⾏なっている
⼤学もある。
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看護師養成には、
多様な経路がある。
4年制へと移⾏し
たいようだが、ま
だまだ3年制の学
校は多い



看護師養成には、
多様な経路がある。
さらに、准看護師を経由するルー
トもあり、複雑怪奇でもある。
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4年制の看護系⼤学ができ始めた頃は、各⼤学で独⾃の教育も
⾏われ、特⻑もあったが、近年は看護として必要な教育が増え
て、そのしわ寄せで基礎医学科⽬の教育時間が減少している。
（東海エリアの公⽴⼤学看護学部の例）

解剖学がどうのこうの⾔う前に

•教科書の⽂字は読むことができるけれども・・・
•読解⼒の低下

•ネットなどの情報に頼る、むしろそちらを信じる。

•試験問題の問題で何が求められているかも、理解
できない。

教科書はどんどんカラフルになってきたが・・・
•⼤昔のモノクロ線画の時代に⽐べて、カラーになったし、より
⽴体的とリアルになってきたが。
•「ノートに描いてみよう」＝「⾃分で描いて⽂字を加えて勉強
してみよう。」と⾔うと、教科書の絵を丸写ししようと試みる。
•その結果、描くだけに時間が取られる。
•（私が期待していたのは）、シンプルに（単⾊で）線画で描い
て欲しかった。→そうすれば、試験などの際に「〜を描いて説
明しなさい」と⾔うことにも答えられるのでは、と。
• まだ描こうと試みるのであれば良いが、教科書の図をカラーコーピー
して使う。

学⽣の⽴場から考えると

•先⽣の⾔うような絵は現実の構造とは異なる。

•フルカラーの⽴体的な図や、３D教材のほうがわかりやすい。

•覚えると⾔ったって、Webを検索すれば出てくるじゃないか。

•スマホをかざせば、名称が表⽰されるようになるよ。

では、どこまで学習するかは学⽣まかせで良いのか？


